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手
向
山
神
社
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
鉄
製

の
鐙
に
美
し
い
文
様
を
真
鍮
で
象
嵌
し

た
舌
長
鐙
で
あ
る
。
少

し
の
い
た
み

や
「

踏
込
」

の
と
こ
ろ
の
塗
り
か
え
は
あ
る

が
、
全
面

に
桐
唐
草
、
笹
唐
草
、
鳳
凰
、
霊
芝

雲
、
流
水
に
水
草
、
菊
花
、
葦
に
雁

な
ど
の
文
様
を
真

鍮
象
嵌
で
だ
す
。

「

か
こ
か
し
ら
」「

ち

か
ら

が
ね
」
及
び

一
踏
込
」
の
部
分
に
は
文
様
は
な

卜

が
、「
か

こ

く

び
」

か
ら
「

紋
板
」

に
か
け
て
全
面

に
桐
唐
草
文
様

を
象
嵌
し
、「
鳩
胸
」
の
中
央

に
は
霊
芝

雲

に
の
る
鳳
凰

を
一

つ
は
左
同
き
一
つ
は
右
向
き
に
出
し
、
そ
の
上
下

左
右
は
共

に
桐
唐
草
、

霊
芝
雲
、
笹
唐
草
文
様

を
隙
間
な
く
象
限
し
て

い
る
。

二
や
な
い
ば
」

の
部
分

に
は
流
水

に

水
草
、
波
頭
、
菊
花
、
桐
唐

草
文
様

を
出
し
「
一
文
字
」

の
部
分

に
は
桐
唐

草
文
様

が
見
ら

れ
。「
舌
先
」

の
外
面

に
は
企

く
趣
き

の
変
っ

た
風
情

あ
る
葦

に
雁
文
様

が
象
限
さ

れ
て

ま
こ

と
に
美
し
い
。
唐
草

の
っ

る
、
流
水
、
葦
、
雁
は
糸
象
嵌
の
手
法

を
用

い
、
桐
、
鳳
凰
、
笹
、

菊

、
霊
芝
雲

、
水
草
、
波
頭

に
は
平
象
嵌

の
技
法

を
施
す
。
平
象
限

に
は
鏨
彫
り

を
行

い
文

様

に
立
体
感

を
け
え

て
い
る
。
昧

に
、「
鳩
胸
」

の
部
分

に
見

ら
れ

る
鳳
凰

は
力
強

く
、
全
体

に
鏨

彫
り
が
な
さ
れ
て
そ
の
技
術
の
精
巧

さ
を
示

し
て
い
る
が
、
一
方

の
鳳

凰
が
す
で
に
大

部
分
脱
落

し
て
い
る
の
は
ま
こ
と
に
惜
し
い
。

こ
の
鐙
に
み
ら
れ
る
文

様
は
、

笹
を
竹

に
見
立
て
、
桐
竹

凰
鳳
文

様
と
も
解
さ
れ
よ
う
。

桐
竹
鳳
凰
文
様
は
主
上
の
御
枹
の
文
様
で
あ
る
が
、
こ
の
文
様
を
鐙
に
使
用

し
た
こ
と
に
は

文

様
が
文

様
だ
け
に
何
か
深

い
意
味

が
あ
っ

た
と
考
え

ら
れ
る
。
当

社
の
祭
礼
、
手

掻
会

に

は
室
町
未

期
即
ち
天

文
八
年
ま
で
勅

使
が
差
向
け
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
勅

使
専
用

の

鐙
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
真

鍮
の
わ
が
国
え

の
輸
入
時

期
と
も
年
代

的
に
差

支
え
な
い

が
、
文
様
の
風

趣
か
ら
み

て
桃
山
期

も
初
期

の
作
品

と
見

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
、

珍
ら
し
い
真

鍮
象
限
の
初
期

の
作
例
と
し
て
毆
電

な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
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